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全体会の様子
「第 15回白梅保育セミナー いま保育に問わ
れていること」は「子どもの未来と保育の広がり
深まり～保育の質を考える～」をテーマに開催さ
れた。午前中は，汐見学長による講演「子どもの
未来と保育の広がり深まり～保育の質的向上の課
題とは～」が行われた。
以下に，講演内容の概略を紹介しておく。待機
児童が急増する中で，保育施設の量的拡大と保育
の質的拡大の同時保障が求められている。保育の
質という場合には，子どもの育ちにかかわる専門
性のみならず保護者を支援する課題も問われてく
る。この場合，保育者の発達観が問題になってく
る。発達を子ども自身の内部の矛盾の発展的解決
としてとらえること，そうした把握をしながら，
保育者（個々も集団も）のサポート内容も問われ
る。保育の専門性についてのわかりやすい指標が
あるが，子どもの環境（人工環境，自然環境）も
問題である。
保育の質を問う時，保育の目標が大事な要素と
なるのではないか。目標としての子ども像をきち
んと議論し合う必要性が大きい。
全体として，具体的事例を取り上げながら，保
育の振り返り，記録すること，ケースを検討し合
うこと，子どもへの信頼，発達観，保育観などに
ついて話された。質的向上の課題には，専門性の
幅の広がりがあり，午後の分科会討議へ連動する
まとめであった。
分科会の設定について
今回は，以下の４つの分科会を設け，討議がす
すめられた。（１）新指針と創造的保育の展開―
園内研修，職員集団のあり方―（２）幼稚園教育
に求められる新たな課題―幼小連携，子育て支援
などの課題―（３）これからの特別支援保育・支
援教育―発達という視点から考える―（４）保育
者に求められる新たな視点―子どもの虐待問題を
考える―
新政権による子育て支援をはじめとした諸施策
の動向も注視しながら，同時に，各現場における
諸問題を深め合える機会となったといえる（文責：
近藤幹生）。
各分科会の報告
分科会（１）
「新指針と創造的保育の展開
―園内研修，職員集団のあり方―」
企 画：近藤幹生
（白梅学園短期大学保育科准教授）
コメンテーター：金田利子
（白梅学園大学特任教授・
前白梅幼稚園園長）
提 案 者：井上さく子
（目黒区公立保育園長）
2008年度 4月に告示された新指針では，保育
課程と指導計画の内容，両者の関係が明確化され
た。各保育園では，新指針について研修をすすめ
試行錯誤しているという声も聞かれる。園全体の
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理念，方針，目標を定めた保育課程，それを具体
化する保育計画という関係にある。毎日の保育実
践をすすめこれらは見直され，修正し，内容的に
充実させていく。各園ではどのように実践したら
よいか。「創造的保育の展開」をテーマとし議論
をすすめた。実践報告「園内研修の考え方・すす
め方」は，井上さく子氏（目黒区公立保育園長）
が行った。
実践報告では，研修に取り組む際の職員の思い，
研修計画の作成，園内研修のテーマ，事例から学
ぶ視点のこと，職員集団のあり方などについてふ
れられた。
討議の中では，子どもが真ん中にある意味，職
員集団のあり方，会議の持ち方などが話し合われ
た。コメンテーターである本学の金田利子特任教
授より，白梅幼稚園長の経験も含めまとめられた。
アンケートでは，肯定的な意見とともに，テーマ
を深める点での課題や要望も出され，検討課題だ
といえる。
（文責：近藤幹生）
分科会（２）
「幼稚園教育に求められる新たな課題
―幼小連携，子育て支援などの課題―」
企 画：佐々加代子
（白梅学園大学子ども学科教授）
提案者：松岡敦子（小平神明幼稚園）
渡邊和弘（所沢第五文化幼稚園）
昨今の幼稚園教育における新たな課題は，幼小
との連携を強めていくことに加えて，地域の子育
て支援の取り組みになる。この両課題に対して，
２人の実践をしておられる提案者から現状報告を
していただき，ともに会場に参集した方々とそれ
ぞれの持ち場にあけるありかたについて「考えあ
う場」としていくことをねらいとした。参加者は
11名で少なかったが，保育所に勤務者や 4月か
らの幼稚園勤務を控えている学生もいた。地域の
子育て支援については，小平神明幼稚園の松岡氏
から，未就園児教室，子育て講座，園庭，プール
開放，こどもまつり，預かり保育などの取り組み
を紹介いただいた。課題は長時間の預かり保育に
あるという。小学校との連携については，所沢第
五文化幼稚園の渡邊氏から，所沢市内の幼稚園教
育振興協議会が編成されており，連携については
その会が媒介役になっていること，及び幼稚園が
小学校就学にむけての保護者向けに配布うる資料
などが紹介された。佐々からは，子育てネット研
究会の小平市内の幼稚園，保育園の先生方の小学
校との連携にかかわるアンケートの結果から，小
学校との連携を強めていくには，両者が相互に学
び合い，交流を深めていく必要性について示唆さ
れる結果がでたことを報告した。今後の幼稚園の
ありかたとして，幼稚園が子育て支援機関として
機能していくには，地域の子どもを持つ保護者た
ちのニーズ理解が不可欠であるものの，幼稚園と
しての取り組みとしては，在園児を中心としなが
ら，地域発信としての無理のないプログラムの工
夫が求められること，小学校の連携については，
相互がその時期の子どもたちの実態を学びながら，
子どもの育ち・発達過程において，機関として何
をすべきなのかについての再検討に加えて，交流
を深めていくこと，所沢市内の協議会のような会
の発足とそこでの活発に意見交換がなされること
が，連携を強めていくことになるであろうという
ことが示唆された。
（文責：佐々加代子）
分科会（３）
「これからの特別支援保育・支援教育
―発達という視点から考える―」
企画：尾久裕紀（白梅学園大学発達臨床学科教授）
2007年４月より始まった特別支援教育について，
幼稚園・保育園の現状を概観し，今後の課題につ
いて，さらに，障害のみならず，一時的な不適応
状態，発達途上の問題について，さらには子ども
を取り巻く家族についても概観した。
まず国際的な流れとして，サラマンカ宣言，イ
ンクルージョンなどの考え方を紹介した。続いて，
108
従来の特殊教育の状況を概観した後，特殊教育を
受ける子ども達の数の増加，障害の重度化・重複
化，知的障害のない発達障害の存在など近年の変
化によりこれらの子ども達への適切な教育法の開
発が必要となった背景を述べた。
次に特別支援教育のいくつかの特徴について解
説し，幼稚園・保育園における当別支援教育の現
状についても概観した。発達障害における早期発
見・早期支援の意義について，特に幼稚園・保育
園での気づきの重要性を強調した。
最後に特別支援教育における現在の課題につい
て指摘し，これからの方向性についても述べた。
そのうえで小グループに分かれてラウンドテー
ブル形式で以下の事項について報告および討論を
行った。
・あなたの施設に，「気になる子」はいますか？
いましたか？
・どのようなことで困っていますか？
・あなたの施設では「気になる子」に対し，どの
ような対応をとっていますか？
・「特別支援保育」としての今後の取り組むべき
ことを挙げてください
活発な話し合いが行われ，最後に，各グループ
からの報告で終了した。
（文責：尾久裕紀）
分科会（４）
「保育者に求められる新たな視点
―子どもの虐待問題を考える―」
企画：中山正雄（白梅学園短期大学保育科准教授）
親の子どもへの不適切な対応が増えている現代
社会において，保育者の役割は一層大きくなって
いる。特に子どもや親の様子から早期に「心配な
親子」を発見し，相談支援を行うこと，また，必
要な場合に専門機関と連携することにより，親子
が良い関係の下で生活できるように応援していく
責任がると考えるべきであろう。そこで，この分
科会では，子どもの虐待の現状を学び，親や子ど
もへのまなざし，気付く力，支援に向けての方法，
専門機関との連携に関して，基本的な講義を行っ
た後に，保育所で発見し対応した事例を題材にし
て，子どもの虐待防止のための保育者の役割を検
討した。
中山の講義では，「困った問題を抱えると人は
防衛的になる」「防衛的になると，自分を守るた
めに攻撃的になる」「防衛的，攻撃的な状態は問
題を引き起こしやすい状態である」ことを説明し，
問題を引き起こす人は，「困った人」ではなく
「困っている人」であること，また，支援を受け
入れにくい人であることを充分理解して対応して
いくことの必要性等について行った。
わらしこ保育園の米田保育士からは，D V 家
庭の子どもを通して家族の関わりについての事例
報告があった。母親のネグレクト，父親の母親へ
の暴力，母親の失踪などで，傷ついた子どもの情
況から，保育所が専門機関や近隣の協力者，母親
の上司や兄弟の通う小学校などと連携を取り，保
育所の役割として「子どもを受け止め，母親への
精神的支援」を長期的に行い，子どもが小学生に
なった現在もネットワークの中で支援しているこ
とが報告された。
20名の参加者で，参加者からの意見も出して
いただきながら検討した。参加者のなかには具体
的な事例に対応しているところも多くは無く，具
体的な対応についての関心が高かった。子ども虐
待問題への対応はこれからであり，今後も具体的
な実践を積み上げていくことの大切さを参加者一
同が確認する分科会となった。
（文責：中山正雄）
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